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「一人一人の幸せに向かって 自ら考え 夢中を育み 共に伸びる 入間野小学校」

～ にこにこ（笑顔）わくわく（夢中）ぐんぐん（共に伸びる）～

狭山市立入間野小学校

                

 

暖かい春の日差しの中、9６名の新入生を迎え、全校児童 518名、教職員 4８名で、入間野小学

校の令和８年度が始まりました。  

私は、この４月より入間野小学校の校長として着任いたしました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。私は、以前教諭として入間野小学校に勤務しておりました。教諭のころには、多くの保護者、地域

の方々に暖かくご支援いただき、よい思い出がたくさんあります。その節は本当にありがとうございま

した。この度、校長として戻ってくることができて、驚き以上に喜びでいっぱいです。入間野小学校

は、地域の方に愛され、保護者の皆さまの温かい支援のもと、子どもたちが伸び伸びと成長できる

学校です。その学校をさらによい学校にしていけるよう、精いっぱい努めてまいります。ご支援とご協

力をどうぞよろしくお願いいたします。 

今年度より、私が目指す学校像として、「一人一人の幸せに向かって 自ら考え 夢中を育み 共

に伸びる 入間野小学校」を掲げさせていただきました。今、世の中は急速に変化し、子どもたちを

取り巻く環境は大きく変わっています。しかし、どんな状況に置かれても、一人一人が目指す幸せに

向かって、共にたくましく成長してほしい。将来的に自分の力で「自立・自律」できる力を身に付けさ

せたい。そんな願いを込めています。また、教職員、保護者、地域の方々など、学校に関わる多くの大

人も、子どもたちの幸せに向かって連携し、共に伸びていけることを願っています。  

私は、一人一人が自立し幸せに生きていくためには、子どもの時代を大切に過ごすことが何より

重要だと考えています。毎日を元気に笑顔で、夢中で遊び、夢中で学び、ぐんぐん成長していく子ど

もたちを思い描いて、合言葉を「にこにこ わくわく ぐんぐん」とさせていただきました。 

一人一人の幸せに向かって、「にこにこ笑顔 わくわく夢中 ぐんぐん伸びる いるまのっ子」 

を育ててまいりたいと考えております。お力添えのほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

学校だより 

令和８年４月号 

☎04-2958-2718 

いるまの 

【ことばの窓】・・・心に残った言葉を紹介します・・・ 

『子どもは大人の言うようにはせず、大人がやることをしたがる。 

大人が夢中になっていることには興味を持つし、大人がつまらなそうにしていることは、

つまらないだろうと予測する。』 （俵万智「生きる言葉」より） 


